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ARMA東京支部第83固定例会報告
「電子時代における記録管理の新たな潮流を探る」

はじめに

ARMA東京支部第83固定例会は、 2006年12月

15日に全国町村議員会館(東京都千代田区一番

町)にて開催された。筆者はこの定例会におい

て、電子時代における記録管理に関して、現用

記録の管理と非現用記録(ア}カイブズ)の管

理を結びつける理論動向や、技術と社会の変化

に伴って生じうる様々な課題などについての講

i寅を行った。

具体的には、前半に Irコンテイニユアム』
から rDI斑CS.IへJと題し、「レコード・コンテイ

ニユアムJIレコードキ}ピング」の実践に関

する動向を論じた。この中で、筆者らが取り組

んでいる「国際連合における記録管理・ア}カ

イブズの現状に関する調査研究」の成果の一部

も紹介した10 後半は「デジタル・フオレンジッ

クへの視点」と題し、記録管理にも通じるもの

があると思われる「デジタル・フオレンジック」

の理念と実践について論じた。あわせて、記録

管理を取り巻くその他の課題にも触れた。

以下、講演内容の概要をまとめてみたい。

し「コンティニュアム」から fDIRKSJへ

記録やアーカイブズの新たな捉え方として

1990年代にオーストラリアで打ち出された「レ

コード・コンテイニユアム」は、記主議管理の国

際標準IS015489、またその日本版である]ISX 

国立情報学研究所情報社会相関研究系古賀崇

0902-1に取り入れられたことは、よく知られて

いるO また、中島康比古氏をはじめとする研究

者の論考2や、筆者自身が携わった翻訳論文集

『入門・ア}カイブズの世界.13によって、「レ

コード・コンティニュアム」論の詳細について

も日本で紹介が進んでいるO おそらく、記録管

理に携わる日本の人々にとって、「現用記録」

と「非現用記録」ないし「アーカイブズ」とを

結びつけて理解する必要性、および記録を取り

巻く社会・個人のあり方を理解する必要性は、

「レコード・コンテイニユアム」論を通じて理

解されているはずだと考えられる。言い換えれ

ば、記録の電子化を背景として、記録を「モノ」

として扱うのではなく、「プロセスを反映する

もの」として把握することの重要性が理解され

つつある、ということであるO その一方で、

「レコ}ド・コンテイニュアム」の考え方をい

かに現実の制度に適用するか、については、日

本でも各国でもこれからの課題として位置付け

られるように思われるO そこで、筆者としては

「レコード・コンテイニユアム」を踏まえた

IDIRKS (Designing and Implementing Record‘ 

keeping Systems) Jという方法論の理解と適用
が、この「レコード・コンテイニュアムの現実

への適用」のカギになるのではないか、と考え

ているO

DIRKSとは、オーストラリア国立公文書館と

ニュー・サウス・ウエールズ州政府アーカイブ
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局が共同で2001年に作成した iD1悶Gマニュア

ル」が出発点となるものであり、「レコードキー

ピングJ(recordkeeping)すなわち「記録の発

生から社会的な活用までを含めて、いわば記録

の存在世界全体を論理的かっ実務的にコント

ロールする」というしくみを構築するための実

践的方法論と言えるものである，10 D1悶(Sの詳

細については中島氏の論考に譲るが九ポイン

トは具体的なしくみの導入前の準備として組織

内の「業務のプロセス」の分析・評価に力を入

れていること、その中で組織活動ならびに組織

内のレコードキーピングに関するリスクの分析

を重視していること、にあると考えられる O

]lS X 0902-1においても、 i8.4 設計及び実施

の方法論」にD1悶6の考え方が取り入れられて

いることに注目する必要があるO

D1RKSは前述の通りオーストラリアにおいて

初めて制度化され、国際的ガイドラインとして

国際文書館評議会 (1CA)の「電子記録:アー

キピストのためのワークブックJ(2005年4月)6

にも取り入れられているが、国際連合における

「レコードキーピングJ活動にもD1RKSの考え

方が導入されていることに注目しておきたい。

国際連合においては、Archives and Records 

Management Section (ARMS) という部局が記

録管理とアーカイブズ活動を一括して担当して

いるが、筆者らはARMSのウェブサイト7の探

索と2006年9月のARMS(国連ニューヨーク本

部内)実地調査によって、 ARMSが1S015489に

基づきD1阻6を導入していることを明らかにし

た。具体的には、 ARMSと国連の各部局とが協

働し、部局ごとの業務分析を実施する。これに

基づき、業務の重要性に応じて記録の価値を定

め、スケジュール(文書保存期限)を策定し、

最終的にARMSがそれを承認する、という手順

をとっているO なお、スケジュール策定と同時
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ーに、文書の「機密指定」の手順も定められているO

ARMSのスタッフは筆者らに対し、 iD1阻(S

のメリットは『ベスト・プラクティスjrグッ
ド・プラクティス』に基づく実践性および柔軟

性にあるJと述べた。日本においても、 1SO

15489とJ1SX 0902-1をテコに、記録システム

の設計および実施に関する方法論としての

D1阻6への理解を深め、記録システムに関する

実践的戦略を練る必要があるだろう O また

D1RKSが組織内の「業務のプロセス」の分析・

評価を重視していることを踏まえれば、狭い意

味での「記録管理Jのみならず、 1T、セキュリ

ティ、経営活動全般に日を向ける必要性が出て

くるはずであるO 次章で述べる「デジタル・

フオレンジック」はそのきっかけに成りうる、

と筆者は考えているO

2.デジタル・フオレンジックへの視点

特定非営利活動法人「デジタル・フオレン

ジック研究会」は、「デジタル・フオレンジッ

ク」を以下のように定義している80

インシデント・レスポンス(コンピュー

タやネットワーク等の資源及び環境の不正

使用、サービス妨害行為、データの破壊、

意図しない情報の開示等、並びにそれらへ

至るための行為(事象)等への対応等を言

う。)や法的紛争・訴訟に対し、電磁的記

録の証拠保全及び調査・分析を行うととも

に、電磁的記録の改ざん・段損等について

の分析・情報収集等を行う一連の科学的調

査手法・技術を言います。

手短に言えば、「デジタル・フオレンジック」

は「デジタル鑑識」と言えるものだが、「証拠

情報学」の呼称を提唱する声もあるという o

デジタル・フオレンジックの具体的なしくみ

としては、最初の段階として、パソコンやサー

町、問団
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パのハードディスクを、証拠性を損なわない特

殊な方法でコピーし、解析ソフトを用いて不正

行為の証拠となるメールやファイルなどを探し

出すことが行われるO この「解析ソフト」では、

削除したメールやファイル、偽装したファイ

ルヘパスワードなども探し出せるようになっ

ているO その後の段階として、こうしたハード

ディスク上のデータを分析することにより、利

用者の行動を割り出す、という手順がとられる。

デジタル・フオレンジック用の製品は現在のと

ころアメリカ製のものが中心であり、一般向け

の「データ復元ソフト」に比べファイルやメー

ル等の復元力は段違いであるO おそらく、日本

国内では2006年初頭の「ライブドア事件」でデ

ジタル・フオレンジックを知った人が少なくな

いであろう O つまり、この事件の捜査において、

企業内のパソコンやサーバが押収され、そこか

ら不正の証拠を探し出すためにメールなどの解

析が行われた、ということが知られている九

アメリカでの「エンロン事件」でも、同様にデ

ジタル・フオレンジックの手法が捜査や証拠保

全に用いられたという O

こうしたデジタル・フオレンジックと記録管

理とでは、以下の点で共通するところがあるよ

うに思われるo (1) I証拠保全JI内部統制実現
のための手段JI危機管理」という関心の共有。

(2)組織運営のための情報・記録の重要性に基づ

く活動。 (3)IS015489ならびに]ISX 0902-1にお

ける「真正性、信頼性、完全性、利用性Jの要
件は、デジタル・フオレンジックにも通じると

言えるO 一方、相違点としては、記録管理が事

前の環境・制度整備を重視するのに対し、デジ

タル・フオレンジックでは事後的に「証拠Jを
「発掘」することに重点を置くと思われる点が

挙げられる。また、「情報組織化」のしくみの

「意識化」の有無という点も、両者の相違点と

言えるかもしれない。つまり、メタデータ基準

をきちんと「意識」した上で記録を作成・保存

する、という方法は、デジタル・フオレンジッ

クでは想定していないのではないか、言い換え

ればデジタル・フオレンジックの枠組みでは

「事後的にJI必要な分だけ」メタデータを確
認できれば十分、という考えがあるのではない

か、と推測されるO もっとも、コンピュータの

システム上であらかじめ作成者や時刻に関する

メタデータを付与するしくみが設定されており、

これがデジタル・フオレンジックの前提となる、

と言うべきかもしれない。

こうした共通点や相違点を踏まえると、記録

管理の立場からは、次の点、を考慮すべきである

ように思われるO

. I内部統制」をめぐって、記録管理とデジタ

ル・フオレンジックの側でどのような役割分

担が可能か。

・フオレンジック技術を応用しての記録管理

(レコードキーピング)の自動化はどこまで

可能か。

なお、後者の点については、アメリカのマイ

クロソフト杜が記録管理の自動化を意識したア

プリケーションを準備していることが注目され

るO つまり、 2006年10月のARMA年次大会で同

社が発表した “Office Sharepoint Server 2007" 

および "ExchangeServer 2007"という新製品

では、文書の作成から処分までをサボ}トする

自動化システムを備えているという O 詳細は

ARMA東京支部・小谷前会長のARMA年次大会

参加報告などをご参照頂きたい九

デジタル・フオレンジックは日本国内でも一

般企業や警察、弁護士らの間で関心が高まりつ

つあるo 2006年末には包括的な情報源として

『デジタル・フオレンジック事典』が刊行され

た九記録管理に携わる人々にとっても、「デジ
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タル情報」と「証拠」に関して通じるところが

少なくないデジタル・フオレンジックに関心を

向ける必要があるのではないだろうか。

3贋その他、語るべき(語りたい)点

以下、少々アトランダムなかたちになるが、

記録管理に関する個人的な考えを述べる。

3. 1 内部統制をめぐって

最近の日本では「内部統制Jとの結ぴっきに
おいて記録管理が論じられる傾向があるが、こ

こでの「内部統制」は民間企業の問題としての

み扱われているきらいがあるO しかし、日本で

は「指定管理者制度Jr市場化テストJなど、
好むと好まざるとにかかわらず行政活動が民間

に接近している状況があり 14、行政部門にこそ

「内部統制j的しくみが必要ではないか、と筆

者は考える。記録管理の領域にとってはこの点

を踏まえ、行政部門に説得的な提案を出せれば

「ビジネスチャンス」を創出できるかもしれない。

三2 r統制・監査に基づく文化」への懸念
一方、これまでの説明と矛盾しそうだが、内

部統制や「リスク管理」をテコとして記録管理

を導入しようとする動きに対する懸念が生じて

いることにも、目を配る必要がありそうだ。

たとえば、英国グラスゴ}大学のモス (Mi-

chael Moss)教授らは次のような持論を展開し

ている150 今日では記録管理・アカウンタピリ

ティの前提として「監査文化 (auditculture) J 
が浸透しつつあるが、「監査文化」のもとでは

監査と監視が密接に結びっく O これによって、

人々の行動、および行動が記録に反映されるあ

り方がゆがめられてしまい、結局は記録を通じ

た歴史的責任が果たせなくなるのではないか、

とO こうした考えは、アカウンタピリテイや
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「リスク回避」を気に掛けて記録管理に向かう

状況では、「人間の経験がもっ幅広い領域Jr集
合的記憶Jは記録に反映されなくなるのではな

いか、という米国のアーキピストであるハム

(F. Gerald Ham)の懸念にも通じると言えるだ

ろう 16。また、日本経済史・経営史研究の第一

人者である武田晴人・東京大学経済学部教授に

よる主張も見逃せない。日く、日本がアメリカ

型の訴訟社会になり、企業に反証の義務が出て

くる、だからやむをえず記録を残す、というのは

悪いシナリオであるO もっと社会的責任の自覚

の中で、記録を残すという方向を模索すべきで

ある。企業経営にとっての戦略的な活用、といっ

た短期的な成果を求めると史料がゆがむ、と九

このように、記録の作成を後押しないし強制

する風潮の背後にどのような社会状況があるか、

それが記録の作成・管理に悪影響を及ぼさない

か、という点にも私たちは考慮する必要がある

だろう O

3. 3 時間(プロセス、コンテクス卜)感覚の喪失?

インターネットの普及とともに、日本国内の

様々な組織では「ドッグイヤーに遅れるな」と

ばかり意思決定の迅速さばかりが強調され、過

去の事象を冷静に分析することが軽視されてい

る、と個人的には感じる。もっとも、これは日本

国内のことだけではなく、世界的な事象かもし

れない。しかし、意思決定を誤りなく行うため

には、自分の組織がどのような経過をたどって

ここまで来たかというプロセスやコンテクスト

を理解する必要があるのではないだろうか。そ

の点では、「ドッグイヤーJに惑わされること

なく、プロセスやコンテクストに裏打ちされた

時間感覚をもっておくべきではないかと考えるO

こうした思いは以下のようなエピソードに裏

打ちされたものであるo 2006年5月に東京都内

一一日刊一一ーー一一千台一 戸
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で開催された「国際文書館評議会 (ICA)執行

委員会開催記念講演会」において、筆者がアル

パダ(J.Van A1bada) ICA事務総長に対し「アー

カイブズとアーキビストが今後生き残るための

カギは何かJと尋ねたのに対し、アルパダ氏は

「アーキピストの最も大事な資質は真正性とコ

ンテクストを保証することであるO 遠い過去、

近い過去でのアクションを知るためにはコンテ

クストを知る必要がある。それを我々は(政治

的)リーダー達に従来はうまく伝えられずにき

たJという旨の回答を行ったヘ
アルパダ氏の発言は、「記録やそれを解釈す

るアーキピストの存在があってこそ、プロセス

やコンテクストを組織が理解できる」という点

を示しているように思われる。この点は記録管

理の専門家も共有するものであろう O つまり、

記録管理の専門家は、プロセスやコンテクスト

に裏打ちされた時間感覚を組織のトップに保証

し、誤りのない意思決定を支える役割の一端を

担う、と言えるのではないだろうか。

4.おわりに

今回の講演で述べた IDI陪CSJの方法論を組

織の中で実践するために、また記録管理の意義

を深く考え組織に根付かせるために、記録管理

の専門家・専門企業・専門団体は今後様々な職

種の人々と「パートナーシップ」を構築するこ

とが求められるだろう O そのために、記録管理

に携わる人々や団体は「ゼネラリストJIスペ

シャリスト」両方の素養をもつべきだと筆者は

考えるO つまり、「記録」の特性、また「記録

管理にできること」を意識しつつ、幅広い社会

動向、技術動向への理解を深めることが求めら

れるのである。

官頭で触れた翻訳論文集『入門・ア}カイブ

ズの世界』の出版記念セミナ~ (2006年9月)

において、筆者は講演の締めくくりとして、

I(アーキピストは)専門職という修道院の回

廊、つまり学問領域の壁の内側で孤立していて

はならない」ということばをこの本から紹介し

た190 本稿を締めくくるにあたり、このことば

がア}キビストだけではなく記録管理に携わる

人々に対してももっ重要性を、改めて噛みしめ

ておきたい。

1 この研究は以下の助成を受けている。平成18年度国立情報学研究所共同研究「国際連合における記録管

理・アーカイブズの現状に関する調査研究J(研究代表者:小川千代子・国際資料研究所代表)。以下もあ

わせて参照。小川千代子.UN ARMS:国連公文書館記録管理部.DJIレポート.同， 2006， p. 1. (オンラ

イン)、入手先 (ht中://www.geocities.jp/均的h220/DJlreport68061l14/no.68-:final.pdf)，(参照2006-02-09). 

z例として以下を参照。中島康比古.レコ}ドキーピングの理論と実践:レコード・コンティニユアムと

DIRKS方法論.レコード・マネジメント.制， 2006， p. 3-24.中島康比古.情報を捨てる O 情報を残

す。アーカイブズの評価選別論の視点から.情報の科学と技術， 56但)， 2006， p. 554-558. このほか、坂

口貴弘氏、青山英幸氏らによる論考もある。

3 記録管理学会・日本アーカイブズ学会共編.入門・アーカイブズの世界:記憶と記録を未来に.東京，

日外アソシエーツ， 2006， 267p.筆者による文献紹介は、 Recordsand Information Management J ournal. 

準備号， 2007， p. 30-31に掲載。

4 Iレコードキーピング」の定義は以下に基づく。安藤正人.“編集にあたって入門・アーカイブズの世
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界.前掲注3，p. 18. なお、詳しくは以下も参照。古賀崇.“レコードキーピング:その射程と機能明
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